
1 

 

 

2018年 11月 12日 

株式会社ドクタートラスト 

 

「満足度分析によるストレスチェック後の職場環境改善優先度の検討」 

日本産業看護学会 第 7回学術集会で優秀賞を受賞 

～仕事の満足度向上には、業務量よりも裁量が重要～ 

 

株式会社ドクタートラスト（本社：東京都渋谷区、代表取締役：高橋雅彦、以下「ド

クタートラスト」）に所属する瀧澤莉代保健師が 2018年 11月 3日、4日に開催された日本

産業看護学会第 7回学術集会で「満足度分析によるストレスチェック後の職場環境改善優

先度の検討」を発表し、最高評価である優秀賞を受賞いたしました。 

 

＜日本産業看護学会とは＞ 

日本産業看護学会とは、産業看護学の学問体系の確立、高度な実践能力・実践方法の開発、

体系的な産業看護教育のため、2012年に設立された学会です。産業看護ケアの質の均一化と向

上を目指しています。 

毎年秋に学術集会を開催し、優れた発表を行った者に優秀賞を授与しています。 

 

＜受賞タイトル＞ 

「満足度分析によるストレスチェック後の職場環境改善優先度の検討」 

発表者：瀧澤莉代（ドクタートラスト 保健師） 

共同研究者：大西裕美（ドクタートラスト取締役 産業保健看護上級専門家）、吉尾清乃（ドク

タートラスト 保健師） 

 

＜発表内容＞ 

ポイント 

ドクタートラストのストレスチェックを受検した 186,200名の結果を用いて、設問項目のど

れを優先的に改善すると「仕事の満足度」向上に影響するかを分析しました。 

その結果、「仕事の量」「技能の活用」「家族や友人の支援」よりも「仕事の適性」「上司の支

援」「仕事の裁量」を優先して改善したほうが、「仕事の満足度」向上に大きく影響することが

判明しました。 
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① 分析の目的 

ストレスチェック制度の法制化から 3年目を迎え、ストレスチェック後の集団分析結果

を活かした職場環境改善が多くの企業で課題となっています。 

そこでより効果的な職場環境改善のために、ドクタートラストで実施したストレスチェ

ックデータをもとに、ストレスチェックの設問項目のうち、どの項目を活かすべきか分析

を行いました。 

分析手法としては、「不調」を防ぐという“守り”の視点ではなく、“攻め”のメンタル

ヘルス対策として「仕事の満足度」向上を目指す観点から、満足度分析を用いています。 

 

② 分析方法 

分析方法：満足度分析 

対象：平成 28～29年度の 2年間でドクタートラストのストレスチェックを受検した

186,200名 

 

（1） ストレスチェックの設問項目のうち、「仕事の満足度」「心身のストレス反応」を

除いた 27項目について、以下のようにそれぞれの「重要度」と「満足度」の偏差値を求

めました。 

 

 

重要度：「仕事の満足度」に与える影響の大きさ。偏差値が高いほど、「仕事の満足度」へ

の影響は大きい 

満足度：ストレスが最も低い回答をした対象者の割合。偏差値が高いほど、現状に満足し

ている人が多い 

 

 

（2） （1）で求めた重要度偏差値、満足度偏差値を用いて散布図を作成しました。（図

１） 

（3） さらに、重要度偏差値と満足度偏差値をもとにして「改善度指数」を求めまし

た。（図 2） 

 

改善度指数：数値が大きいほど、「仕事の満足度」向上のための改善優先度が高い 

 

③ 結果 

 上記（1）で求めた重要度偏差値、満足度偏差値を用いて作成したのが、図 1の散布図

です。 
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図 1 満足度分析の結果 

 

図 1の見方 

重要改善項目：「仕事の満足度」への影響が大きい一方で、満足度が低い項目。この項目

が、「仕事の満足度」向上に向けて、最優先で改善すべき課題となります。 

重要維持項目：「仕事の満足度」への影響が大きく、満足度も高い項目。現在の「仕事の

満足度」の源泉であるとみなすことができます。 

維持項目：「仕事の満足度」への影響は低いものの、満足度が高い項目。ひとまず現状を

維持しておけばよい項目といえます。 

改善検討項目：「仕事の満足度」への影響が低く、満足度も低い項目。 

 

 

 さらに上記（3）の手法で改善度指数を求めたところ、図 2が導き出されました。 
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図 2 改善度指数 

 

④ 考察 

 図 1、図 2から、改善度指数は「仕事の適性」や「上司の支援」、「仕事の裁量」に関す

るものが高く、「仕事の量的負担」や「仕事の質的負担」、「技能の活用」に関するものは

低いことがわかりました。 

また、これにより、「仕事の満足度」向上のためには、「労働時間の削減」よりも、

「個々人の適性にあった人事配置」や「裁量度の向上」、さらには「上司の支援体制強

順位 項　目 指数

1 働きがいのある仕事だ 16.3

2 仕事の内容は自分にあっている 15.1

3 あなたが困った時、どのくらい頼りになりますか？（上司） 10.3

4 職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる 9.6

5 あなたの個人的な問題を相談したら、どのくらいきいてくれますか？（上司） 8.5

6 どのくらい気軽に話ができますか？（上司） 8.3

7 私の部署内で意見のくい違いがある 7.1

8 私の職場の雰囲気は友好的である 6.8

9 あなたが困った時、どのくらい頼りになりますか？（職場の同僚） 6.6

10 自分のペースで仕事ができる 6

11 あなたの個人的な問題を相談したら、どのくらいきいてくれますか？（職場の同僚） 4.7

12 どのくらい気軽に話ができますか？（職場の同僚） 2

13 自分で仕事の順番・やり方を決めることができる 1.5

14 家庭生活に満足だ 0.1

15 私の部署と他の部署とはうまが合わない 0

16 非常にたくさんの仕事をしなければならない -0.2

17 自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない -0.3

18 勤務時間中はいつも仕事のことを考えていなければならない -0.7

19 私の職場の作業環境（騒音、照明、温度、換気など）はよくない -1

20 時間内に仕事が処理しきれない -1.2

21 かなり注意を集中する必要がある -1.4

22 一生懸命働かなければならない -2.3

23 高度の知識や技術が必要なむずかしい仕事だ -5

24 あなたが困った時、どのくらい頼りになりますか？（配偶者、家族、友人等） -8.4

25 からだを大変よく使う仕事だ -10.8

26
あなたの個人的な問題を相談したら、どのくらいきいてくれますか？

（配偶者、家族、友人等）
-12.9

27 どのくらい気軽に話ができますか？（ 配偶者、家族、友人等） -15.3
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化」が重要であることが示唆されます。 

 

＜ドクタートラストのストレスチェックサービス＞ 

 ドクタートラストでは、ストレスチェックサービスのオプションといたしまして、上記

発表で用いた満足度分析を用いて、企業ごとの場環境改善優先度を導出し、さらには具体

的な施策の提案、および実施を行っております。 

 サービスの詳細につきましては、下記「ストレスチェック実施サービスに関するお問合

せ」よりお願いいたします。 

 

【株式会社ドクタートラスト】http://doctor-trust.co.jp/ 

株式会社ドクタートラスト（本社：東京都渋谷区、代表取締役：高橋雅彦）は企業ではた

らく人の健康管理を専門に受託している会社です。産業医（国内第 1位）や保健師などの医

療資格者が企業を訪問の上、健康診断結果に基づく健康指導、過重労働者面談、ストレスチ

ェック、職場巡視、衛生委員会への参加などの業務を実施します。 

 

【報道機関からのお問合せ】株式会社ドクタートラスト 広報部 

TEL：03-3464-4000 

メール：publicity@doctor-trust.co.jp 

 

【ストレスチェック実施サービスに関するお問合せ】 

株式会社ドクタートラスト 産業保健部 

TEL：03-3464-4000 

メールフォーム：https://doctor-trust.securesite.jp/form/sc/ 

http://doctor-trust.co.jp/
https://doctor-trust.securesite.jp/form/sc/

